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特 別 借 受 宿 舎 の 取 扱 い に つ い て （ 通 達 ）

標 記 に つ い て 、 国 家 公 務 員 宿 舎 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ １ ７ 号 ）

第 ８ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 宿 舎 設 置 計 画 に 掲 上 さ れ る 国 家 公 務 員 共 済

組 合 連 合 会 の 資 金 を も っ て 建 設 す る 宿 舎 の 取 扱 い に つ い て 、 別 添 の

と お り 要 綱 を 定 め ら れ 、 平 成 １ ９ 年 ９ 月 １ 日 か ら 適 用 す る こ と と さ

れ た の で 、 下 記 の 事 項 に 留 意 し 、 こ の 取 扱 い に 遺 漏 の な い よ う 措 置

さ れ た い 。

な お 、 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 事 務 の 取 扱 い に つ い て （ 防 人 厚 第 ４ ５

５ ７ 号 。 ４ ２ ． １ １ ． １ ５ ） は 、 平 成 １ ９ 年 ８ 月 ３ １ 日 を も っ て 廃

止 す る 。



記

１ 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 は 、 次 に 掲 げ る 金 額 の 範 囲 内 で 実 施 す る こ

と 。

(1 ) 建 設 請 負 業 者 に 対 し て 支 払 う べ き 経 費 に つ い て は 、 別 に 示 す

額

(2 ) ガ ス 、 水 道 又 は 電 気 等 の 施 設 を 設 置 す る 場 合 の 負 担 金 又 は 分

担 金 並 び に 宿 舎 建 設 に 伴 っ て 必 要 と な る 各 種 負 担 金 に つ い て は 、

あ ら か じ め 防 衛 省 大 臣 官 房 長 の 承 認 を 受 け た 額

た だ し 、 建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ １ 号 ） 第 ６ 条 の

規 定 に 基 づ く 確 認 申 請 手 数 料 に つ い て は 、 防 衛 省 大 臣 官 房 長 の

承 認 を 必 要 と し な い 。

(3 ) 要 領 １ の (7 )に つ い て は 別 に 示 す 額

２ 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 用 地 に つ い て は 、 原 則 と し て 、 国 有 財 産 法

（ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 ７ ３ 号 ） 第 １ ８ 条 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ き 措 置

す る も の と す る こ と 。

３ 当 該 財 産 の 無 償 使 用 の 申 請 手 続 に 必 要 な 一 件 書 類 の 作 成 に つ い

て 連 合 会 理 事 長 に 協 力 す る こ と 。

４ 建 築 基 準 法 第 ６ 条 の 規 定 に 基 づ く 確 認 申 請 手 続 き は 国 家 公 務 員

共 済 組 合 連 合 会 理 事 長 某 代 理 ○ ○ 防 衛 局 長 （ 防 衛 支 局 長 を 含 む 。

以 下 同 じ 。 ） 「 何 某 」 名 義 で 行 う こ と 。

５ 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 に 係 る 経 費 に つ い て は 、 そ の 支 払 が 行 わ れ

た 日 か ら 賃 貸 借 契 約 締 結 日 の 前 日 ま で の 間 の 利 子 相 当 額 は 借 受 料

の 基 礎 と な る 建 設 費 に 包 含 さ れ る こ と と な る 。 こ の た め 、 当 該 利

子 相 当 額 の 圧 縮 を は か る 必 要 上 、 請 負 契 約 の 締 結 に 当 た っ て は 次

の 点 に 留 意 す る こ と 。

(1 ) 建 設 請 負 業 者 が 当 該 建 設 に 着 手 し て か ら 完 成 に 至 ま で の 期 間

（ 以 下 「 工 期 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 一 団 地 を 単 位 と し て ８

か 月 を 目 途 と し て な る べ く 短 期 間 に と ど め る 。

(2 ) 公 共 工 事 の 前 払 金 保 証 事 業 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第



１ ８ ４ 号 ） に 基 づ く 前 払 金 の 取 決 め は で き る だ け 行 わ な い こ と

と す る が 、 や む を 得 ず 前 払 金 の 取 決 め を 必 要 と す る 場 合 は 、 当

該 請 負 金 額 の ３ ０ パ ー セ ン ト に 相 当 す る 額 の 範 囲 内 と し 、 か つ

中 間 払 い の 回 数 は ２ 回 以 内 に と ど め る 。 ま た 、 前 払 金 の 支 払 い

を 行 わ な い 場 合 の 中 間 払 い の 取 決 め に つ い て は 、 当 該 工 期 の 前

半 に お け る 回 数 を な る べ く 少 な く す る 。

６ 地 方 防 衛 局 長 は 、 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 に 係 る 請 負 契 約 を 締 結 し

た と き は 、 す み や か に 別 紙 第 １ に よ る 請 負 契 約 締 結 通 知 書 を 作 成

し 、 連 合 会 理 事 長 に 通 知 す る こ と 。

７ 地 方 防 衛 局 長 は 、 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 に 伴 う 工 事 の 進 ち ょ く 状

況 に つ い て は 、 国 家 公 務 員 宿 舎 事 務 取 扱 準 則 （ 昭 和 ３ ４ 年 大 蔵 省

訓 令 特 第 ６ 号 ） 第 １ ２ 条 に 定 め る 様 式 に よ り 毎 四 半 期 末 現 在 に お

け る 状 況 を 当 該 四 半 期 経 過 後 １ ５ 日 以 内 に 防 衛 省 大 臣 官 房 長 及 び

連 合 会 理 事 長 に 通 知 す る こ と 。

８ 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 工 事 に 係 る 建 設 請 負 業 者 等 か ら の 請 求 書 の

受 理 及 び こ れ に 対 す る 支 払 い は 次 の 方 法 に よ る 。

(1 ) 建 設 請 負 業 者 等 か ら 連 合 会 理 事 長 あ て の 請 求 書 は 、 地 方 防 衛

局 長 が 受 理 す る 。

(2 ) 地 方 防 衛 局 長 は 、 当 該 請 求 書 を 審 査 の う え 、 別 紙 第 ２ に よ る

請 求 書 を 連 合 会 に 送 付 す る 。

(3 ) 連 合 会 理 事 長 は 、 当 該 請 求 に 係 る 金 額 を 直 接 当 該 建 設 請 負 業

者 等 に 支 払 う と と も に 、 す み や か に そ の 旨 を 地 方 防 衛 局 長 に 通

知 す る 。

９ 地 方 防 衛 局 長 は 、 団 地 別 に 特 別 借 受 宿 舎 財 産 台 帳 を 備 え 、 国 有

財 産 法 施 行 令 （ 昭 和 ２ ３ 年 政 令 第 ２ ４ ６ 号 ） 第 ２ ０ 条 に 規 定 す る

国 有 財 産 の 台 帳 に 記 載 す る 事 項 に 準 じ 、 必 要 事 項 を 記 載 す る も の

と す る 。

10 前 各 号 以 外 の 事 務 処 理 は 、 防 衛 省 に お け る 自 衛 隊 の 施 設 の 取 得

等 に 関 す る 訓 令 （ 平 成 １ ９ 年 防 衛 省 訓 令 第 ６ ６ 号 ） に 準 じ て 行 う

も の と す る 。



別 紙 第 １

請 負 契 約 締 結 通 知 書

１ 契 約 書 写 し

２ 前 金 払 い の 取 決 め を 行 っ た 契 約 に 当 た っ て は 、 当 該 工 事 に つ い

て 公 共 工 事 の 前 払 保 証 事 業 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 １ ８

４ 号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 保 証 事 業 会 社 の 保 証 証 書 の 写 し

３ 設 計 図 及 び 仕 様 書

４ 工 事 工 程 表

５ 工 事 明 細 内 訳 書



別 紙 第 ２

建 設 請 負 業 者 か ら 連 合 会 理 事 長 に 対 す る 請 求 に 係 る

請 求 及 び こ れ に 添 付 す べ き 書 類

(1 ) 前 払 い に 係 る 請 求 の 場 合

イ 建 設 請 負 業 者 の 提 出 に 係 る 請 求 書 （ 当 該 請 求 に 係 る 一 切 の 書

類 と し 、 請 求 書 に は 、 請 負 業 者 が 支 払 い を 受 け る 場 合 の 受 取 銀

行 名 を 記 載 す る こ と 。 以 下 「 請 求 書 」 の 記 載 に つ い て 同 じ 。 ）

ロ 建 設 請 負 業 者 が 提 出 に 係 る 着 工 届 写 し

(2 ) 中 間 払 い に 係 る 請 求 の 場 合

イ 建 設 請 負 業 者 の 提 出 に 係 る 請 求 書

ロ 工 事 既 済 部 分 出 来 高 調 書 （ 工 事 区 分 別 総 括 表 ）

ハ 工 事 既 済 部 分 検 査 調 書 写 し

(3 ) 竣 工 払 い に 係 る 請 求 の 場 合

イ 建 設 請 負 業 者 の 提 出 に 係 る 請 求 書

ロ 工 事 完 成 検 査 調 書 写 し

ハ 引 渡 書



特 別 借 受 宿 舎 の 取 扱 い に 関 す る 要 綱

（ 目 的 ）

１ こ の 要 綱 は 、 現 下 の 防 衛 省 本 省 職 員 の 宿 舎 事 情 の 緩 和 に 資 す る

た め 、 国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会 （ 以 下 「 連 合 会 」 と い う 。 ） の

定 め る 事 業 計 画 に 掲 上 さ れ た 防 衛 省 別 経 理 の 特 別 借 受 宿 舎 建 設 資

金 を も っ て 、 防 衛 省 職 員 に 貸 与 す る た め に 建 設 す る 宿 舎 （ 以 下 「

特 別 借 受 宿 舎 」 と い う 。 ） を 防 衛 省 が 連 合 会 か ら 借 り 受 け て 、 昭

和 ３ ９ 年 度 以 降 の 設 置 計 画 に 掲 上 さ れ る 国 家 公 務 員 宿 舎 法 （ 昭 和

２ ４ 年 法 律 第 １ １ ７ 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 定 め る 宿 舎 と し

て 運 営 す る た め 、 そ の 建 設 及 び 借 受 け の 条 件 、 維 持 及 び 管 理 等 の

実 施 に 当 た っ て 、 そ の 基 準 と な る べ き 基 本 的 事 項 を 定 め る こ と を

目 的 と す る 。

（ 運 営 ）

２ 特 別 借 受 宿 舎 は 、 法 第 ４ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 省 庁 別 宿 舎 と し て

運 営 す る 。

３ 特 別 借 受 宿 舎 は 、 原 則 と し て 、 防 衛 省 共 済 組 合 員 の う ち 、 法 第

４ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 に 基 づ き 国 の 一 般 会 計 歳 出 予 算 「 公 務 員

宿 舎 施 設 費 」 を も っ て 防 衛 大 臣 が 設 置 す る 宿 舎 の 貸 与 を 受 け る べ

き 職 員 を 対 象 と し て 貸 与 す る 。

（ 設 置 計 画 ）

４ 防 衛 大 臣 は 、 特 別 借 受 宿 舎 に つ い て 、 法 第 ８ 条 の ２ 第 ２ 項 に よ

り 財 務 大 臣 か ら 設 置 計 画 の 通 知 を 受 け た と き 、 又 は 設 置 計 画 の 変

更 の 通 知 を 受 け た と き は 、 速 や か に 連 合 会 理 事 長 に そ の 内 容 を 通

知 す る も の と す る 。

（ 建 設 ）

５ 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 に 関 す る 事 務 は 、 別 添 「 特 別 借 受 宿 舎 の 建

設 事 務 に 関 す る 取 扱 要 領 」 に よ り 行 う も の と す る 。

６ 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 用 地 に つ い て は 、 第 １ ０ 項 の ２ に 規 定 す る

場 合 を 除 き 、 国 の 所 有 す る 土 地 を 国 家 公 務 員 共 済 組 合 法 （ 昭 和 ３



３ 年 法 律 第 １ ２ ８ 号 ） 第 １ ２ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ ６ 条 の 規 定 に 基 づ

き 、 連 合 会 が 無 償 で 使 用 で き る よ う 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支

局 長 に お い て 措 置 す る も の と す る 。

（ 貸 借 契 約 ）

７ 貸 借 契 約 は 、 一 団 地 ご と に 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 と

連 合 会 理 事 長 と の 間 に お い て 、 別 添 の 賃 貸 借 契 約 書 に よ り 、 予 算

の 範 囲 内 に お い て 締 結 す る も の と す る 。

８ 貸 借 契 約 を 更 新 す る こ と が で き る 期 間 （ 以 下 「 契 約 更 新 期 間 」

と い う 。 ） は ６ ０ 年 と す る 。 た だ し 、 昭 和 ３ ９ 年 度 、 昭 和 ４ ０ 年

度 及 び 昭 和 ４ １ 年 度 事 業 計 画 で 設 置 さ れ た 宿 舎 に つ い て は 、 ６ ５

年 と す る 。

（ 借 受 料 ）

９ 借 受 料 は 、 当 該 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 に 要 し た 額 （ 不 動 産 取 得 税

相 当 額 を 除 く 。 ） を 年 利 ６ ． ５ パ ー セ ン ト （ 連 合 会 の 昭 和 ３ ９ 年

度 事 業 計 画 の 繰 越 事 業 計 画 に よ り 建 設 さ れ る も の に あ っ て は 年 利

５ ． ５ パ ー セ ン ト ） 、 期 間 ６ ０ 年 （ 昭 和 ３ ９ 年 度 、 昭 和 ４ ０ 年 度

及 び 昭 和 ４ １ 年 度 事 業 計 画 に よ り 建 設 さ れ た も の は ６ ５ 年 ） で 半

年 賦 元 利 均 等 償 還 す る も の と し て 計 算 し た 額 並 び に 特 別 借 受 宿 舎

に 関 し 連 合 会 理 事 長 が 負 担 し た 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の 額 を 基

準 と す る も の と す る 。

10 借 受 料 は 毎 会 計 年 度 各 半 期 （ ４ 月 か ら ９ 月 ま で 及 び １ ０ 月 か ら

３ 月 ま で の 各 期 間 ） に つ い て 、 上 半 期 分 に つ い て は 期 間 終 了 後 ３

０ 日 以 内 と し 、 下 半 期 分 に つ い て は 、 第 ２ 年 度 分 及 び 初 年 度 分 で

１ ２ 月 末 ま で に 完 成 し た 建 物 に つ い て は 、 翌 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で に 、

１ 月 か ら ３ 月 末 ま で に 完 成 し た 建 物 に つ い て は 、 下 半 期 終 了 後 ３

０ 日 以 内 に 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 が 連 合 会 理 事 長 に 支

払 う も の と す る 。 た だ し 、 当 該 借 受 料 の う ち 公 租 公 課 及 び 火 災 保

険 料 に 相 当 す る 金 額 に つ い て は 、 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局

長 が 連 合 会 理 事 長 か ら 当 該 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 を 負 担 し た 旨

の 通 知 を 受 け た 日 か ら そ れ ぞ れ ３ ０ 日 以 内 に 、 地 方 防 衛 局 長 又 は



地 方 防 衛 支 局 長 が 連 合 会 理 事 長 に 支 払 う も の と す る 。

10の ２ 防 衛 省 共 済 組 合 が 地 方 公 共 団 体 か ら の 寄 付 に よ っ て 取 得 し

た 土 地 を 、 特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 用 地 と し て 連 合 会 が 借 り 受 け た 場

合 に お い て は 、 当 該 土 地 の 賃 借 料 は 、 防 衛 省 共 済 組 合 が 負 担 し た

公 租 公 課 相 当 額 と し 、 賃 借 料 に つ い て は 、 前 ２ 項 に 規 定 す る 公 租

公 課 に 準 じ て 取 り 扱 う も の と す る 。

（ 維 持 及 び 管 理 ）

11 特 別 借 受 宿 舎 の 維 持 及 び 管 理 は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 防 衛 大

臣 が 行 う も の と す る 。

12 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 特 別 借 受 宿 舎 に 著 し い き 損 を 生 じ

た 場 合 の 措 置 に つ い て は 、 防 衛 大 臣 が 連 合 会 理 事 長 と 協 議 し て 定

め る も の と す る 。

13 特 別 借 受 宿 舎 の 貸 借 契 約 の 更 新 期 間 が 満 了 し た と き は 、 連 合 会

理 事 長 は 当 該 特 別 借 受 宿 舎 を 防 衛 大 臣 に 寄 付 す る も の と す る 。

14 防 衛 大 臣 は 、 特 別 借 受 宿 舎 の 貸 借 契 約 の 更 新 期 間 満 了 前 に お い

て も 、 連 合 会 理 事 長 と 協 議 の 上 、 当 該 特 別 借 受 宿 舎 の 全 部 又 は 一

部 を 買 い 取 る こ と が で き る 。



特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 事 務 に 関 す る 取 扱 要 領

「 特 別 借 受 宿 舎 の 取 扱 い に 関 す る 要 綱 」 ５ に 定 め る 特 別 借 受 宿 舎

の 建 設 に 関 す る 事 務 は 、 次 の 要 領 に よ り 行 う も の と す る 。

１ 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 は 、 次 に 掲 げ る 建 設 に 関 す る

事 務 を 国 の 会 計 法 令 の 定 め る と こ ろ に 準 じ て 行 う こ と 。

(1 ) 建 設 業 者 の 選 定 及 び 当 該 業 者 に 対 す る 指 名 通 知

(2 ) 予 定 価 格 の 決 定 、 入 札 及 び 請 負 契 約 の 締 結

(3 ) 設 計 監 督 及 び 検 査

(4 ) 建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ １ 号 ） 第 ６ 条 第 １ 項 の 規

定 に 基 づ く 確 認 申 請 （ 同 法 第 １ ８ 条 の 適 用 は な い こ と に 留 意 す

る こ と 。 ）

(5 ) 建 物 の 授 受 並 び に 表 示 及 び 保 存 の 登 記

(6 ) 進 入 路 及 び 給 排 水 路 の 工 作 物 を 設 置 す る た め 必 要 と す る 土 地

に つ い て 、 地 上 権 を 設 定 す る こ と 。

(7 ) 都 市 計 画 法 （ 昭 和 ４ ３ 年 法 律 第 １ ０ ０ 号 ） に 基 づ く 開 発 行 為

の 許 可 申 請 等

(8 ) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 防 衛 大 臣 と 連 合 会 理 事 長 が 協 議

し て 定 め る 建 設 事 務

２ 前 項 に 定 め る 建 設 事 務 の 執 行 に 必 要 な 文 書 の 名 義 は 、 「 国 家 公

務 員 共 済 組 合 連 合 会 理 事 長 某 代 理 、 ○ ○ 防 衛 局 長 又 は ○ ○ 防 衛 支

局 長 何 某 」 と す る こ と 。

３ 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 は 、 請 負 契 約 を 締 結 し た と き

は 、 速 や か に そ の 旨 を 連 合 会 理 事 長 に 通 知 す る こ と 。

４ 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 は 、 毎 四 半 期 末 現 在 に お け る

建 設 事 務 の 進 捗 状 況 を 速 や か に 連 合 会 理 事 長 に 通 知 す る こ と 。

５ 建 設 業 者 に 対 し て 支 払 う べ き 経 費 は 、 連 合 会 が 負 担 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 当 該 経 費 の 額 に つ い て は 、 あ ら か じ め 地 方 防 衛 局

長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 に お い て 審 査 す る も の と し 、 建 設 請 負 業 者

か ら の 請 求 書 は 、 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 を 経 由 し て 連



合 会 理 事 長 に 送 付 す る こ と 。

６ 建 設 に 関 し 必 要 と 認 め ら れ る 次 の 各 号 に 掲 げ る 経 費 は 、 連 合 会

が 負 担 す る こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、 請 求 者 か ら の 請 求 書 は 、 地

方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 を 経 由 し て 連 合 会 理 事 長 に 送 付 す

る こ と 。

(1 ) 第 １ 項 第 ４ 号 の 確 認 申 請 の た め の 手 数 料

(2 ) 第 １ 項 第 ７ 号 の 地 上 権 の 設 定 の た め の 経 費

７ 建 設 業 者 に 対 し て 支 払 う べ き 経 費 は 、 連 合 会 理 事 長 が 当 該 建 設

業 者 に 直 接 支 払 う も の と し 、 そ の 旨 を 請 負 契 約 書 に 明 記 す る こ と 。

８ 連 合 会 理 事 長 は 、 第 ５ 項 又 は 第 ６ 項 の 請 求 を 受 け た と き は 、 当

該 請 求 に 係 る 金 額 を そ れ ぞ れ の 請 求 者 に 支 払 う と と も に 、 速 や か

に 別 紙 に よ り 、 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 に 送 付 す る こ と 。

９ 当 該 建 設 に 係 る 特 別 借 受 宿 舎 の 竣 工 検 査 及 び 授 受 は 、 地 方 防 衛

局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 が 連 合 会 理 事 長 の 委 任 を 受 け て 行 う こ と 。

10 建 物 の 表 示 登 記 、 所 有 権 の 保 存 登 記 及 び 工 作 物 の 地 上 権 設 定 登

記 は 、 地 方 防 衛 局 長 又 は 地 方 防 衛 支 局 長 が 連 合 会 理 事 長 の 委 任 を

受 け て 行 う こ と 。



別 紙

特 別 借 受 宿 舎 経 費 支 払 通 知 書

所 轄 支 払

地方 防 衛 局 又 は 団 地 名 区 分 支 払 先 契 約 金 額

地方 防 衛 支 局 年 月 日 事 項 金 額



契 第 号

賃 貸 借 契 約 書 （ 初 年 度 ）

賃 貸 人 国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会 理 事 長 某 （ 以 下 「 甲 」 と い う 。

） と 賃 借 人 支 出 負 担 行 為 担 当 官 ○ ○ ○ 防 衛 局 長 又 は 防 衛 支 局 長 某

（ 以 下 「 乙 」 と い う 。 ） と の 間 に 、 次 の 条 項 に よ り 賃 貸 借 契 約 を 締

結 す る 。

（ 信 義 誠 実 の 義 務 ）

第 １ 条 甲 乙 両 者 は 、 信 義 を 重 ん じ 、 誠 実 に 本 契 約 を 履 行 し な け れ

ば な ら な い 。

（ 賃 貸 物 件 ）

第 ２ 条 賃 貸 物 件 （ 以 下 「 物 件 」 と い う 。 ） は 、 次 の と お り と し 物

件 の 明 細 は 別 紙 第 １ 号 様 式 の と お り と す る 。

物 件 の 所 在 地 住 宅 名 区 分 種 目 棟 番 号 数 量 明 細

(団 地 名 )

（ 使 用 目 的 ）

第 ３ 条 乙 は 、 物 件 を 国 家 公 務 員 宿 舎 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ １ ７

号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 定 め る 宿 舎 の 用 に 供 す る も の と す る 。

２ 乙 は 、 物 件 の 使 用 に 当 た っ て は 原 則 と し て 、 国 家 公 務 員 共 済 組

合 連 合 会 加 入 組 合 員 の う ち 、 法 第 ４ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 に 基 づ

き 、 国 の 一 般 会 計 歳 出 予 算 「 公 務 員 宿 舎 施 設 費 」 を も っ て 設 置 す

る 宿 舎 の 貸 与 を 受 け る べ き 職 員 を 対 象 と す る も の と す る 。

（ 賃 貸 期 間 ）

第 ４ 条 賃 貸 期 間 は 、 令 和 年 月 日 か ら 令 和 年 月 日 ま で

と す る 。

２ 前 項 に 定 め る 期 間 が 満 了 し た 場 合 は 、 本 契 約 を 更 新 す る こ と が



で き る も の と す る 。 た だ し 、 そ の 更 新 を す る こ と が で き る 期 間 は 、

令 和 年 月 日 か ら ６ ０ 年 間 と す る 。

３ 前 項 に 定 め る 契 約 の 更 新 は 、 書 面 に よ り 行 う も の と す る 。

（ 賃 貸 料 の 計 算 基 準 ）

第 ５ 条 乙 は 、 賃 貸 料 を 国 の 会 計 年 度 の 半 期 （ ４ 月 か ら ９ 月 ま で 及

び １ ０ 月 か ら ３ 月 ま で ） ご と に 支 払 う も の と す る 。 た だ し 、 賃 貸

料 の う ち 、 物 件 に 関 し 甲 が 支 払 っ た 公 租 公 課 （ 不 動 産 取 得 税 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 火 災 保 険 料 の 額 に 相 当 す る 金 額 に つ い て は 、

甲 か ら 請 求 が あ っ た 都 度 支 払 う も の と す る 。

２ 賃 貸 料 は 、 甲 が 物 件 の 建 設 に 要 し た 額 （ 不 動 産 取 得 税 相 当 額 を

除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 年 利 ６ ． ５ パ ー セ ン ト （ 年 利 ５ ． ５ パ ー セ

ン ト ） 期 間 ６ ０ 年 （ 期 間 ６ ５ 年 ） で 半 年 賦 元 利 均 等 償 還 す る も の

と し て 計 算 し た 金 額 （ 以 下 「 均 等 償 還 の 額 」 と い う 。 ） に ２ を 乗

じ て 得 た 額 並 び に 前 項 に 掲 げ る 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の 額 に 相

当 す る 金 額 の 合 計 額 と す る 。

３ 第 １ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の 額 に 相 当

す る 金 額 に は 、 そ れ ら の 額 を 甲 が 支 払 っ た 日 か ら 乙 が そ の 支 払 い

を 行 う ま で の 間 の 利 息 は 含 ま な い も の と す る 。

４ 第 ２ 項 に 規 定 す る 「 物 件 の 建 設 に 要 し た 額 」 は 、 甲 が 物 件 の 建

設 に 要 し た 額 の す べ て を 支 払 っ た 日 か ら ３ か 月 以 内 に 別 紙 第 ２ 号

様 式 に よ り 甲 乙 協 議 し て 定 め 、 当 該 文 書 を 本 契 約 書 に 添 付 す る も

の と す る 。

５ 賃 貸 料 の 支 払 い の 対 象 と な る 期 間 が 半 期 に 満 た な い 場 合 は 、 当

該 期 間 の 均 等 償 還 の 額 は 、 当 該 期 間 の 属 す る 半 期 の 全 日 数 に 対 す

る 当 該 期 間 の 日 数 の 割 合 に 応 じ て 、 日 割 り に よ り 算 出 す る も の と

す る 。

６ 第 ２ 項 に 定 め る 金 額 に 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 国 等 の 債 権

債 務 等 の 金 額 の 端 数 計 算 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ６ １ 号

） に よ り 、 そ の 端 数 金 額 を 切 り 捨 て る も の と す る 。

（ 賃 貸 料 ）



第 ６ 条 前 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 令 和 年 度 分 の 賃 貸 料 の 額 は 、

第 １ 期 （ 令 和 年 月 日 か ら 令 和 年 ９ 月 ３ ０ 日 ま で ） 分 金

円 及 び 第 ２ 期 （ 令 和 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 令 和 年 ３ 月 ３ １

日 ま で ） 分 金 円 並 び に 公 租 公 課 に 相 当 す る 額 分 金

円 及 び 火 災 保 険 料 に 相 当 す る 額 分 金 円 と し 、 そ の 計 算

の 基 礎 は 別 紙 第 ３ 号 様 式 の と お り と す る 。 た だ し 、 賃 貸 料 の 計 算

の 基 礎 と な っ た 均 等 償 還 の 額 並 び に 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 に 相

当 す る 金 額 に 変 更 が あ る と き は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 甲 乙 協

議 の 上 、 同 年 度 分 の 賃 貸 料 の 額 を 変 更 す る こ と が で き る 。

２ 前 項 た だ し 書 に よ る 協 議 は 、 書 面 に よ り 行 う も の と す る 。

（ 火 災 保 険 契 約 の 通 知 ）

第 ７ 条 甲 は 、 物 件 に つ い て 火 災 保 険 契 約 を 締 結 し 、 又 は 解 約 し た

と き は 、 遅 滞 な く そ の 内 容 を 乙 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

（ 賃 貸 料 の 支 払 い の 請 求 ）

第 ８ 条 甲 は 、 乙 に 対 し 上 半 期 分 に つ い て は 終 期 か ら １ ０ 日 以 内 に 、

下 半 期 分 に つ い て は 、 第 ２ 年 度 分 及 び 初 年 度 分 で １ ２ 月 末 ま で に

完 成 し た 建 物 に つ い て は 、 ３ 月 １ ０ 日 ま で に 及 び １ 月 か ら ３ 月 末

ま で に 完 成 し た 建 物 に つ い て は 、 下 半 期 終 了 後 １ ０ 日 以 内 に 請 求

す る も の と す る 。 た だ し 、 甲 は 、 物 件 に 関 し 公 租 公 課 及 び 火 災 保

険 料 を 支 払 っ た と き は 、 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 乙 に 対 し 書 面

に よ り 、 当 該 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の 額 に 相 当 す る 金 額 の 支 払

い を 請 求 す る も の と す る 。

（ 賃 貸 料 の 支 払 い ）

第 ９ 条 乙 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 甲 か ら 適 正 な 賃 貸 料 の 請 求 を 受 け

た と き は 、 そ の 受 け た 日 か ら ２ ０ 日 （ 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の

額 に 相 当 す る 金 額 分 に あ っ て は ３ ０ 日 ） 以 内 に 、 甲 の 指 定 す る 場

所 に お い て そ の 支 払 い を 行 う も の と す る 。

（ 物 件 の 引 渡 し ）

第 10条 甲 は 、 第 ４ 条 に 規 定 す る 賃 貸 期 間 の 始 期 ま で に 、 物 件 を そ

の 所 在 す る 場 所 に お い て 、 乙 に 引 き 渡 す も の と す る 。



（ 物 件 に か か る 権 利 の 制 限 ）

第 11条 甲 は 、 本 契 約 の 存 続 期 間 中 、 物 件 に つ い て 抵 当 権 を 設 定 し 、

又 は 所 有 権 を 第 三 者 に 譲 渡 し て は な ら な い 。 た だ し 、 物 件 の 使 用

目 的 を 妨 げ な い 限 度 に お い て 行 わ れ る 場 合 で あ っ て 、 か つ 、 乙 の

承 認 を 得 た と き は 、 こ の 限 り で は な い 。

２ 前 項 た だ し 書 の 場 合 に お い て 、 乙 が 損 失 を 受 け た と き は 、 甲 は 、

そ の 損 失 を 補 償 す る も の と し 、 こ の 場 合 の 措 置 に つ い て は 、 甲 乙

協 議 し て 定 め る も の と す る 。

（ 使 用 上 の 制 限 ）

第 12条 乙 は 、 物 件 を 善 良 な る 管 理 者 の 注 意 を も っ て 管 理 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 乙 は 、 物 件 に 関 す る 権 利 を 第 三 者 に 譲 渡 し 、 又 は 第 ３ 条 に 定 め

る 目 的 以 外 の 用 に 供 し て は な ら な い 。

（ 維 持 及 び 管 理 ）

第 13条 物 件 の 維 持 及 び 管 理 に 必 要 な 費 用 は 、 乙 が 当 該 物 件 の 維 持

及 び 管 理 に 係 る 国 の 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 負 担 す る も の と す る 。

（ 光 熱 費 等 の 負 担 ）

第 14条 甲 は 、 物 件 の 使 用 に 伴 う 電 気 、 上 下 水 道 及 び ガ ス 等 の 使 用

料 を 負 担 し な い も の と す る 。

（ 模 様 替 等 ）

第 15条 乙 は 、 甲 と 協 議 し て 物 件 に つ い て 模 様 替 そ の 他 使 用 上 必 要

な 工 事 を 行 う こ と が で き る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 工 事 に 必 要 な 費 用 は 乙 の 負 担 と す る 。

（ 所 有 権 の 移 転 ）

第 16条 甲 は 、 第 ４ 条 第 ２ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 契 約 を 更 新 す る こ

と が で き る 期 間 が 満 了 し た と き は 、 物 件 を 現 状 の ま ま 乙 に 寄 付 す

る も の と す る 。

２ 乙 は 、 第 ４ 条 第 ２ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 契 約 を 更 新 す る こ と が

で き る 期 間 の 満 了 前 に お い て も 、 甲 と 協 議 し て 定 め る 価 格 を も っ

て 、 物 件 の 全 部 又 は 一 部 を 買 い 取 る こ と が で き る 。



３ 前 項 の 場 合 、 前 条 に よ る 工 事 に 基 づ く 物 件 の 価 値 の 増 加 は な か

っ た も の と し て 取 り 扱 う も の と す る 。

（ 物 件 の 滅 失 又 は き 損 ）

第 17条 物 件 の 全 部 又 は 一 部 が 滅 失 又 は き 損 し た 場 合 は 、 乙 は そ の

旨 を 速 や か に 甲 に 通 知 す る も の と し 、 そ の 取 扱 い は 、 甲 乙 協 議 し

て 定 め る も の と す る 。

（ 契 約 の 費 用 ）

第 18条 こ の 契 約 に 要 す る 費 用 は 、 甲 の 負 担 と す る 。

（ 疑 義 の 決 定 ）

第 19条 こ の 契 約 に 関 し 疑 義 あ る と き は 、 甲 乙 協 議 し て 定 め る も の

と す る 。

（ 裁 判 管 轄 ）

第 20条 こ の 契 約 に 関 す る 訴 訟 は 、 ○ ○ 防 衛 局 又 は 防 衛 支 局 所 在 地

を 管 轄 す る ○ ○ 地 方 裁 判 所 に 提 訴 す る も の と す る 。

こ の 契 約 の 締 結 を 証 す る た め 、 契 約 書 ２ 通 を 作 成 し 、 両 者 記 名

押 印 の 上 、 各 自 そ の １ 通 を 保 有 す る も の と す る 。

令 和 年 月 日

賃 貸 人 国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会

理 事 長

賃 借 人 支 出 負 担 行 為 担 当 官

○ ○ 防 衛 局 長 又 は 防 衛 支 局 長



別 紙 第 １ 号 様 式

賃 貸 物 件 明 細 表

棟 番 号 数 量
区 分 種 目 構 造 備 考

用 途 細 分 単 位

図 面 は 、 別 図 の

と お り

（ Ａ ４ ）

(注 )１ 本 表 は 、 初 年 度 の 契 約 に 係 る 契 約 書 第 ２ 条 の 明 細 書 と し て

使 用 す る 。

２ 「 区 分 」 、 「 種 目 」 及 び 「 数 量 単 位 」 の 各 欄 に つ い て は 、

国 有 財 産 法 施 行 細 則 （ 昭 和 ２ ３ 年 大 蔵 省 令 第 ９ ２ 号 ） の 別 表

第 １ 国 有 財 産 区 分 種 目 表 に 準 じ て 記 入 す る 。

３ 住 宅 建 の 「 数 量 単 位 」 欄 は 、 「 （ 戸 数 ） 、 （ 建 築 面 積 ） /

（ 延 面 積 ） 」 を 記 入 す る 。

な お 、 「 建 築 面 積 」 及 び 「 延 面 積 」 の 数 量 は 、 「 建 築 基 準

法 施 行 令 」 （ 昭 和 ２ ５ 年 政 令 第 ３ ３ ８ 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 第 ２

号 及 び 第 ４ 号 に よ る も の と す る 。

４ 案 内 図 及 び 配 置 図 を 別 冊 編 さ ん し て 添 付 す る 。

５ 配 置 図 は 、 原 則 と し て 縮 尺 １ ： ６ ０ ０ と し 、 建 物 及 び 工 作

物 等 に つ い て 各 種 目 ご と に 別 葉 に 作 成 し 、 数 量 、 寸 法 等 を 附

記 す る 。

な お 、 建 物 （ 住 宅 建 ） は 、 国 家 公 務 員 宿 舎 法 （ 昭 和 ２ ４ 年

法 律 第 １ １ ７ 号 ） に 規 定 す る 規 格 及 び 戸 数 を 記 入 す る 。



別 紙 第 ２ 号 様 式 第 号

第 号

令 和 年 月 日

特 別 借 受 宿 舎 の 建 設 に 要 し た 額 に つ い て

令 和 年 月 日 付 を も っ て 締 結 し た ○ ○ 特 別 借 受 宿 舎 （ 令 和 ○

○ 年 度 ） に 係 る 賃 貸 借 契 約 書 第 ５ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 「 物 件 の 建 設

に 要 し た 額 」 は 金 円 （ 内 訳 下 記 の と お り ） と す る 。

記

１ 主 体 工 事 建 設 費 （ う ち 経 過 利 息 ）

２ 附 帯 工 事 建 設 費 （ 〃 ）

３ 確 認 申 請 手 数 料 （ 〃 ）

４ 負 担 金 及 び 分 担 金 （ 〃 ）

５ 事 務 費 （ 〃 ）

６ そ の 他 （ 〃 ）

計 以 上

国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会 理 事 長

○ ○ ○ ○ 印

支 出 負 担 行 為 担 当 官 ○ ○ 防 衛 局 長 （ 支 局 長 ）

○ ○ ○ ○ 印

（ Ａ ４ ）

（ 注 ） 文 書 番 号 ： 上 段 連 合 会

下 段 地 方 防 衛 局 等

日 付 ： 連 合 会 に 記 入 さ せ る



別 紙 第 ３ 号 様 式

賃 貸 料 の 計 算 基 礎

１ 物 件 の 建 設 に 要 し た 額 金 円

２ 均 等 償 還 の 額 金 円

（ １ ） 第 １ 期 分 （ 金 円 ）

（ 算 出 根 拠 ）

（ ２ ） 第 ２ 期 分 （ 金 円 ）

（ 算 出 根 拠 ）

３ 公 租 公 課 金 円

（ １ ） 不 動 産 取 得 税 （ 金 円 ）

（ ２ ） 固 定 資 産 税 （ 金 円 ）

（ ３ ） 都 市 計 画 税 （ 金 円 ）

４ 火 災 保 険 料 金 円

５ 年 間 賃 貸 料 （ ２ ＋ ３ ＋ ４ ） 金 円

（ Ａ ４ ）



契 第 号

賃 貸 借 契 約 書

賃 貸 人 国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会 理 事 長 某 （ 以 下 「 甲 」 と い う 。

） と 賃 借 人 支 出 負 担 行 為 担 当 官 ○ ○ ○ 防 衛 局 長 又 は 防 衛 支 局 長 某

（ 以 下 「 乙 」 と い う 。 ） と の 間 に 、 次 の 条 項 に よ り 賃 貸 借 契 約 を 締

結 す る 。

（ 信 義 誠 実 の 義 務 ）

第 １ 条 甲 乙 両 者 は 、 信 義 を 重 ん じ 、 誠 実 に 本 契 約 を 履 行 し な け れ

ば な ら な い 。

（ 賃 貸 物 件 ）

第 ２ 条 賃 貸 物 件 （ 以 下 「 物 件 」 と い う 。 ） は 、 別 紙 様 式 １ の と お

り と す る 。

（ 使 用 目 的 ）

第 ３ 条 乙 は 、 物 件 を 国 家 公 務 員 宿 舎 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ １ ７

号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 定 め る 宿 舎 の 用 に 供 す る も の と す る 。

２ 乙 は 、 物 件 の 使 用 に 当 た っ て は 原 則 と し て 、 国 家 公 務 員 共 済 組

合 連 合 会 加 入 組 合 員 の う ち 、 法 第 ４ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 に 基 づ

き 、 国 の 一 般 会 計 歳 出 予 算 「 公 務 員 宿 舎 施 設 費 」 を も っ て 設 置 す

る 宿 舎 の 貸 与 を 受 け る べ き 職 員 を 対 象 と す る も の と す る 。

（ 賃 貸 期 間 ）

第 ４ 条 賃 貸 期 間 は 、 令 和 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 年 ３ 月 ３ １ 日 ま

で と す る 。 た だ し 、 本 年 度 買 取 予 定 物 件 に つ い て は 賃 貸 期 間 を 令

和 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 年 ９ 月 ３ ０ 日 ま で と す る 。

２ 前 項 に 定 め る 期 間 が 満 了 し た 場 合 は 、 本 契 約 を 更 新 す る こ と が

で き る も の と す る 。 た だ し 、 そ の 更 新 を す る こ と が で き る 期 間 は 、

別 紙 様 式 １ の と お り と す る 。



３ 前 項 に 定 め る 契 約 の 更 新 は 、 書 面 に よ り 行 う も の と す る 。

４ 第 １ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 本 年 度 買 取 予 定 物 件 の 買 取 時 期 は １

０ 月 １ 日 と し 、 買 取 予 定 金 額 に つ い て は 、 別 紙 様 式 ２ の と お り と

す る 。

（ 賃 貸 料 の 計 算 基 準 ）

第 ５ 条 乙 は 、 賃 貸 料 を 国 の 会 計 年 度 の 半 期 （ ４ 月 か ら ９ 月 ま で 及

び １ ０ 月 か ら ３ 月 ま で ） ご と に 支 払 う も の と す る 。 た だ し 、 賃 貸

料 の う ち 、 物 件 に 関 し 甲 が 支 払 っ た 公 租 公 課 （ 不 動 産 取 得 税 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 火 災 保 険 料 の 額 に 相 当 す る 金 額 に つ い て は 、

甲 か ら 請 求 が あ っ た 都 度 支 払 う も の と す る 。

２ 賃 貸 料 は 、 甲 が 物 件 の 建 設 に 要 し た 額 （ 不 動 産 取 得 税 相 当 額 を

除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 年 利 ６ ． ５ パ ー セ ン ト （ 年 利 ５ ． ５ パ ー セ

ン ト ） 期 間 ６ ０ 年 （ 期 間 ６ ５ 年 ） で 半 年 賦 元 利 均 等 償 還 す る も の

と し て 計 算 し た 金 額 （ 以 下 「 均 等 償 還 の 額 」 と い う 。 ） に ２ を 乗

じ て 得 た 額 並 び に 前 項 に 掲 げ る 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の 額 に 相

当 す る 金 額 の 合 計 額 と す る 。 た だ し 、 本 年 度 買 取 予 定 物 件 に つ い

て は 、 均 等 償 還 の 額 並 び に 前 項 に 掲 げ る 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料

の 額 に 相 当 す る 金 額 の 合 計 額 と す る 。

３ 第 １ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の 額 に 相 当

す る 金 額 に は 、 そ れ ら の 額 を 甲 が 支 払 っ た 日 か ら 乙 が そ の 支 払 い

を 行 う ま で の 間 の 利 息 は 含 ま な い も の と す る 。

４ 賃 貸 料 の 支 払 い の 対 象 と な る 期 間 が 半 期 に 満 た な い 場 合 は 、 当

該 期 間 の 均 等 償 還 の 額 は 、 当 該 期 間 の 属 す る 半 期 の 全 日 数 に 対 す

る 当 該 期 間 の 日 数 の 割 合 に 応 じ て 、 日 割 り に よ り 算 出 す る も の と

す る 。

５ 第 ２ 項 に 定 め る 金 額 に 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 国 等 の 債 権

債 務 等 の 金 額 の 端 数 計 算 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ６ １ 号

） に よ り 、 そ の 端 数 金 額 を 切 り 捨 て る も の と す る 。

（ 賃 貸 料 ）

第 ６ 条 前 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 令 和 年 度 分 の 賃 貸 料 の 額 は 、



第 １ 期 （ 令 和 年 月 日 か ら 令 和 年 ９ 月 ３ ０ 日 ま で ） 分 金

円 及 び 第 ２ 期 （ 令 和 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 令 和 年 ３ 月 ３ １

日 ま で ） 分 金 円 並 び に 公 租 公 課 に 相 当 す る 額 分 金

円 及 び 火 災 保 険 料 に 相 当 す る 額 分 金 円 と し 、 そ の 計 算

の 基 礎 は 別 紙 様 式 １ の と お り と す る 。 た だ し 、 賃 貸 料 の 計 算 の 基

礎 と な っ た 均 等 償 還 の 額 並 び に 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 に 相 当 す

る 金 額 に 変 更 が あ る と き は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 甲 乙 協 議 の

上 、 同 年 度 分 の 賃 貸 料 の 額 を 変 更 す る こ と が で き る 。

２ 前 項 た だ し 書 に よ る 協 議 は 、 書 面 に よ り 行 う も の と す る 。

（ 火 災 保 険 契 約 の 通 知 ）

第 ７ 条 甲 は 、 物 件 に つ い て 火 災 保 険 契 約 を 締 結 し 、 又 は 解 約 し た

と き は 、 遅 滞 な く そ の 内 容 を 乙 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

（ 賃 貸 料 の 支 払 い の 請 求 ）

第 ８ 条 甲 は 、 乙 に 対 し 上 半 期 分 に つ い て は 終 期 か ら １ ０ 日 以 内 に 、

下 半 期 分 に つ い て は 、 第 ２ 年 度 分 及 び 初 年 度 分 で １ ２ 月 末 ま で に

完 成 し た 建 物 に つ い て は 、 ３ 月 １ ０ 日 ま で に 及 び １ 月 か ら ３ 月 末

ま で に 完 成 し た 建 物 に つ い て は 、 下 半 期 終 了 後 １ ０ 日 以 内 に 請 求

す る も の と す る 。 た だ し 、 甲 は 、 物 件 に 関 し 公 租 公 課 及 び 火 災 保

険 料 を 支 払 っ た と き は 、 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 乙 に 対 し 書 面

に よ り 、 当 該 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の 額 に 相 当 す る 金 額 の 支 払

い を 請 求 す る も の と す る 。

（ 賃 貸 料 の 支 払 い ）

第 ９ 条 乙 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 甲 か ら 適 正 な 賃 貸 料 の 請 求 を 受 け

た と き は 、 そ の 受 け た 日 か ら ２ ０ 日 （ 公 租 公 課 及 び 火 災 保 険 料 の

額 に 相 当 す る 金 額 分 に あ っ て は ３ ０ 日 ） 以 内 に 、 甲 の 指 定 す る 場

所 に お い て そ の 支 払 い を 行 う も の と す る 。

（ 物 件 の 引 渡 し ）

第 10条 甲 は 、 第 ４ 条 に 規 定 す る 賃 貸 期 間 の 始 期 ま で に 、 物 件 を そ

の 所 在 す る 場 所 に お い て 、 乙 に 引 き 渡 す も の と す る 。

（ 物 件 に か か る 権 利 の 制 限 ）



第 11条 甲 は 、 本 契 約 の 存 続 期 間 中 、 物 件 に つ い て 抵 当 権 を 設 定 し 、

又 は 所 有 権 を 第 三 者 に 譲 渡 し て は な ら な い 。 た だ し 、 物 件 の 使 用

目 的 を 妨 げ な い 限 度 に お い て 行 わ れ る 場 合 で あ っ て 、 か つ 、 乙 の

承 認 を 得 た と き は 、 こ の 限 り で は な い 。

２ 前 項 た だ し 書 の 場 合 に お い て 、 乙 が 損 失 を 受 け た と き は 、 甲 は 、

そ の 損 失 を 補 償 す る も の と し 、 こ の 場 合 の 措 置 に つ い て は 、 甲 乙

協 議 し て 定 め る も の と す る 。

（ 使 用 上 の 制 限 ）

第 12条 乙 は 、 物 件 を 善 良 な る 管 理 者 の 注 意 を も っ て 管 理 し な け れ

ば な ら な い 。

２ 乙 は 、 物 件 に 関 す る 権 利 を 第 三 者 に 譲 渡 し 、 又 は 第 ３ 条 に 定 め

る 目 的 以 外 の 用 に 供 し て は な ら な い 。

（ 維 持 及 び 管 理 ）

第 13条 物 件 の 維 持 及 び 管 理 に 必 要 な 費 用 は 、 乙 が 当 該 物 件 の 維 持

及 び 管 理 に 係 る 国 の 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 負 担 す る も の と す る 。

（ 光 熱 費 等 の 負 担 ）

第 14条 甲 は 、 物 件 の 使 用 に 伴 う 電 気 、 上 下 水 道 及 び ガ ス 等 の 使 用

料 を 負 担 し な い も の と す る 。

（ 模 様 替 等 ）

第 15条 乙 は 、 甲 と 協 議 し て 物 件 に つ い て 模 様 替 そ の 他 使 用 上 必 要

な 工 事 を 行 う こ と が で き る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 工 事 に 必 要 な 費 用 は 乙 の 負 担 と す る 。

（ 所 有 権 の 移 転 ）

第 16条 甲 は 、 第 ４ 条 第 ２ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 契 約 を 更 新 す る こ

と が で き る 期 間 が 満 了 し た と き は 、 物 件 を 現 状 の ま ま 乙 に 寄 付 す

る も の と す る 。

２ 乙 は 、 第 ４ 条 第 ２ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 契 約 を 更 新 す る こ と が

で き る 期 間 の 満 了 前 に お い て も 、 甲 と 協 議 し て 定 め る 価 格 を も っ

て 、 物 件 の 全 部 又 は 一 部 を 買 い 取 る こ と が で き る 。

３ 前 項 の 場 合 、 前 条 に よ る 工 事 に 基 づ く 物 件 の 価 値 の 増 加 は な か



っ た も の と し て 取 り 扱 う も の と す る 。

（ 物 件 の 滅 失 又 は き 損 ）

第 17条 物 件 の 全 部 又 は 一 部 が 滅 失 又 は き 損 し た 場 合 は 、 乙 は そ の

旨 を 速 や か に 甲 に 通 知 す る も の と し 、 そ の 取 扱 い は 、 甲 乙 協 議 し

て 定 め る も の と す る 。

（ 契 約 の 費 用 ）

第 18条 こ の 契 約 に 要 す る 費 用 は 、 甲 の 負 担 と す る 。

（ 疑 義 の 決 定 ）

第 19条 こ の 契 約 に 関 し 疑 義 あ る と き は 、 甲 乙 協 議 し て 定 め る も の

と す る 。

（ 裁 判 管 轄 ）

第 20条 こ の 契 約 に 関 す る 訴 訟 は 、 ○ ○ 防 衛 局 又 は 防 衛 支 局 所 在 地

を 管 轄 す る ○ ○ 地 方 裁 判 所 に 提 訴 す る も の と す る 。

こ の 契 約 の 締 結 を 証 す る た め 、 契 約 書 ２ 通 を 作 成 し 、 両 者 記 名

押 印 の 上 、 各 自 そ の １ 通 を 保 有 す る も の と す る 。

令 和 年 月 日

賃 貸 人 国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会

理 事 長

賃 借 人 支 出 負 担 行 為 担 当 官

○ ○ 防 衛 局 長 又 は 防 衛 支 局 長



別紙様式１

賃貸物件・契約更新期間及び賃貸料明細表
No

①賃 貸 物 件 ② ③令和 年度分賃貸料
番 住宅名 棟 契約の更新を 均等償還の額

事業計 所在地 区 分 種 目 番 数量 することがで 第１期分 第２期分 公租 火災 摘要 備考
号 団地名 画年度 号 きる期間 公課 保険

建 物 住宅建 ( ○○戸) 令和 年 月 日
１ ○○○㎡ ○○

工作物 雑屋建 ○○○一式 から 年間
買取

２ 予定
物件

３

４

計

（Ａ４）
記載要領
１ 本表は、第２年度以降の契約について、賃貸契約書第２条、第４条第２項及び第６条の明細を記すために使用する。
２ 連合会の事業計画年度順に記載する。
３ 「区分」、「種目」及び「数量」の各欄については、国有財産法施行細則（昭和２３年大蔵省令第９２号）の別表
第１国有財産区分種目表に準じて記入する。

４ 建物の「数量」は、「建築基準法施行令」（昭和２５年政令第３３８号）第２条第１項第４号による延面積を記入
し、住宅建は、戸数を併記する。

５ 「均等償還の額」の算定基礎となった「物件の建設に要した額」を摘要欄に記入する。
６ 公租公課は不動産取得税、固定資産税及び都市計画税の合計額とする。
７ 公租公課及び火災保険料のうち未確定のものは、その旨摘要欄に明記する。
８ 前年度分の支払済み均等償還の額の過不足額を、第１期分均等償還の額に加減したときは、その旨摘要欄に明記する。
９ 本年度買取予定物件については、その旨備考欄に明記し、「均等償還の額 第２期分」については斜線を引くものとする。



別紙様式２

特別借受宿舎の買取予定金額について

本年度に買い取りを予定している特別借受宿舎は、以下のとおり買取予定金額が予算措置されている。

（単位：円）
賃 貸 物 件

番 住 宅 名 所 棟
団 事 業 在 区 分 種 目 番 数 量 買 取 予 定 金 額 備 考

号 地 計 画 地 号
名 年 度

建 物 住 宅 建 （ ○ ○ 戸 ）

１ ○ ○ ○ ㎡

工 作 物 雑 屋 建 ○ ○ 一 式

２

計
（ Ａ ４ ）

記載要領
１ 本表は、賃貸契約書第４条第４項に規定する当該年度買取予定物件の買取予定金額を記すために使用する。
２ 連合会の事業計画年度順に記載する。
３ 「区分」、「種目」及び「数量」の各欄については、国有財産法施行細則（昭和２３年大蔵省令第９２号）の別表第１国有
財産区分種目表に準じて記入する。

４ 建物の「数量」は、「建築基準法施行令」（昭和２５年政令第３３８号）第２条第１項第４号による延面積を記入し、住宅
建は、戸数を併記する。

５ 買取予定金額は、第１期分均等償還の額の支払い後の「物件の建設に要した額」の残額とする。


